
2
0
2
0

N
o
.1
0
9
3

1
2

今
、
　
花
ひ
ら
く
小
さ
な
城
下
町
　
三
春

今
、
　
花
ひ
ら
く
小
さ
な
城
下
町
　
三
春

広
報
み
は
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

配
信
中
！



　

11
月
３
日
、
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」
に
お
い
て
、
三
春
町
各
種

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
特
別
功
労

表
彰
１
件
、
功
労
表
彰
８
件
、
顕

彰
表
彰
３
件
、
感
謝
状
７
件
、
ま

ち
づ
く
り
賞
６
件
で
し
た
。
受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

〔
功
績
〕
平
成
３
年
10
月
か
ら
平

成
27
年
８
月
ま
で
６
期
23
年
11
月

に
わ
た
り
三
春
町
議
会
議
員
と
し

て
在
任
し
、
こ
の
間
三
春
町
振
興

対
策
審
議
会
委
員
、
総
合
交
通
対

策
特
別
委
員
会
委
員
長
、
副
議
長
、

議
長
を
歴
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
平

成
25
年
４
月
よ
り
三
春
町
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
隊
員
と
し
て
、
有

害
鳥
獣
か
ら
の
農
作
物
の
被
害
防

止
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自

治
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

2
広報みはる
令和２年12月号

〔
功
績
〕
平
成
19
年
12
月
か
ら
令

和
元
年
11
月
ま
で
４
期
12
年
に
わ

た
り
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在
任

さ
れ
、
町
の
社
会
福
祉
行
政
の
進

展
に
寄
与
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
平
成
19
年
12
月
か
ら
令

和
元
年
11
月
ま
で
４
期
12
年
に
わ

た
り
主
任
児
童
委
員
と
し
て
在
任

さ
れ
、
町
の
社
会
福
祉
行
政
の
進

展
に
寄
与
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
昭
和
42
年
か
ら
平
成
30

年
ま
で
の
51
年
間
、
三
春
町
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
と
し

て
在
任
さ
れ
、
平
成
17
年
か
ら
13

年
間
、
同
協
議
会
会
長
を
務
め
ら

れ
、
町
の
文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
。

　

ま
た
平
成
18
年
４
月
か
ら
令
和

２
年
３
月
ま
で
７
期
14
年
に
わ

た
り
、
三
春
町
社
会
教
育
委
員
を

務
め
ら
れ
、
平
成
22
年
４
月
か
ら

社
会
教
育
委
員
長
と
し
て
尽
力
し

た
。
こ
の
間
、
三
春
町
生
涯
学
習

を
進
め
る
町
民
会
議
会
長
、
三
春

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
長
、

三
春
町
文
化
祭
実
行
委
員
長
、
新

三
春
町
民
図
書
館
整
備
基
本
計
画

策
定
委
員
長
、
三
春
町
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
運
営
委
員

会
長
、
三
春
小
学
校
学
校
運
営
協

議
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

町
行
政
お
よ
び
教
育
活
動
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
昭
和
46
年
よ
り
家
業
の

農
業
に
従
事
し
、
養
蚕
、
葉
タ
バ

コ
、
畜
産
等
の
生
産
に
取
り
組
み
、

平
成
14
年
に
は
認
定
農
業
者
と
な

ら
れ
た
。
葉
タ
バ
コ
生
産
の
技
術

向
上
に
尽
力
し
、
高
品
質
・
高
収

量
な
生
産
を
実
現
し
た
。
こ
の
間
、

三
春
葉
た
ば
こ
共
同
育
苗
施
設
利

用
組
合
長
を
歴
任
し
、
地
域
農
業

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
昭
和
48
年
７
月
よ
り
家

業
の
農
業
に
従
事
し
、
き
ゅ
う
り
、

ト
マ
ト
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
等
の
施

設
野
菜
と
花
き
を
中
心
に
経
営
規

模
を
拡
大
さ
れ
、
販
路
を
開
拓
し
、

経
営
を
発
展
さ
せ
た
。
先
進
地
や

育
苗
会
社
へ
積
極
的
に
訪
問
し
、

技
術
の
習
得
や
花
き
の
新
規
栽
培

者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

ま
た
三
春
町
認
定
農
業
者
協
議

会
会
長
や
貝
山
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
集
落
の
役
員
を
務
め
る
な

ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
。

〔
功
績
〕
昭
和
55
年
に
三
春
縫
製

株
式
会
社
に
勤
務
さ
れ
、
平
成
３

年
か
ら
は
三
春
縫
製
株
式
会
社
代

表
取
締
役
と
し
て
、
競
争
の
激
し

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
中
で
、

新
規
技
術
の
習
得
と
技
術
の
継
承

に
尽
力
さ
れ
た
。

　

ま
た
女
性
従
業
員
や
外
国
人
研

修
生
な
ど
を
積
極
的
に
採
用
し
、

町
の
雇
用
促
進
と
産
業
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
。

令
和
２
年
度 

各
種
功
労
者
表
彰
式

特
別
功
労
表
彰

功
労
表
彰

本多一安さん
（富沢）

大河原輝男さん
（鶴蒔田）

横山洋子さん
（新町）

過足重治さん
（過足）

大内　宏さん
（貝山）

伊藤桂子さん
（八島台）

長谷川徳子さん
（過足）



〔
功
績
〕
平
成
22
年
12
月
か
ら
令

和
元
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ

た
り
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在
任

さ
れ
、
町
の
社
会
福
祉
行
政
の
進

展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
平
成
15
年
４
月
か
ら
平
成

16
年
３
月
ま
で
沼
沢
区
長
を
務
め

ら
れ
、
町
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
平
成
22
年
12
月
か
ら
令

和
元
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ

た
り
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在
任

さ
れ
、
町
の
社
会
福
祉
行
政
の
進

展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
平
成
15
年
４
月
か
ら
平
成

16
年
３
月
及
び
平
成
20
年
４
月
か

ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
下
舞
木
３

区
長
を
務
め
ら
れ
、
町
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た

〔
功
績
〕
平
成
22
年
12
月
か
ら
令

和
元
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ

た
り
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在
任

さ
れ
、
町
の
社
会
福
祉
行
政
の
進

展
に
寄
与
さ
れ
た
。

3
広報みはる
令和２年 12月号

〔
功
績
〕
平
成
12
年
４
月
か
ら
令

和
元
年
９
月
ま
で
の
19
年
６
月
に

わ
た
り
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
や
町
と
協
働
で
図
書
館
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
読
み
聞
か
せ
に
努

め
る
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
に
寄
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
12
年
４
月
か
ら
平

成
24
年
４
月
ま
で
を
三
春
さ
く

ら
の
会
事
務
局
、
平
成
11
年
４
月

か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
三
春
町

国
際
交
流
協
会
理
事
を
務
め
る
な

ど
、
町
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
平
成
26
年
よ
り
震
災
復

興
支
援
や
町
の
役
場
新
庁
舎
建
設

に
伴
う
備
品
購
入
費
な
ど
に
対

し
、
継
続
的
に
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
、
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
。

顕
彰
表
彰

村上照子さん
（八島台）

株式会社 市川組
代表取締役
 市川幹雄さん

（写真は功労表彰を受賞された皆さん）

影山光雄さん
（下舞木）

三瓶昭夫さん
（沼沢）

渡辺　敏さん
（七草木）

▼問　総務課　庶務グループ　☎ 62 - 2111　FAX61-1110



4
広報みはる
令和２年12月号

（写真は顕彰表彰を受賞された皆さん）

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

代
表　

田
部
敬
子
さ
ん

〔
功
績
〕
平
成
２
年
10
月
の
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
設
立
以
降
、

30
年
に
わ
た
り
お
話
会
な
ど
の
読

書
推
進
活
動
や
生
け
花
な
ど
の
環

境
美
化
活
動
、
書
架
整
理
活
動
な

ど
に
尽
力
し
、
町
の
教
育
と
図
書

館
運
営
に
寄
与
さ
れ
た
。

岩
江
文
庫

代
表 

長
田
美
恵
子
さ
ん

〔
功
績
〕
平
成
２
年
４
月
の
設
立

以
降
、
30
年
に
わ
た
り
岩
江
セ
ン

タ
ー
内
の
図
書
室
に
お
い
て
本
の

貸
し
出
し
や
書
架
整
理
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
の
読
書
推
進
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
。

お
は
な
し
こ
す
ず
め

代
表　

中
村
秀
子
さ
ん

〔
功
績
〕
平
成
19
年
の
設
立
以
降
、

約
13
年
に
わ
た
り
語
り
と
絵
本
を

組
み
合
わ
せ
た
お
話
会
を
年
間

１
０
０
回
以
上
実
施
し
、
子
ど
も

た
ち
の
読
書
推
進
活
動
に
尽
力
さ

れ
た
。大

越
和
夫
さ
ん
（
弓
町
）

〔
功
績
〕　

平
成
17
年
か
ら
平
成
31

年
３
月
ま
で
14
年
に
わ
た
り
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
読
み
聞
か

せ
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書

推
進
活
動
に
尽
力
し
た
。
こ
の
間
、

平
成
21
年
か
ら
平
成
31
年
ま
で
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
代
表
を

務
め
、
町
の
教
育
に
貢
献
さ
れ
た
。

渡
邉
清
平
さ
ん
（
担
橋
）

〔
功
績
〕
三
春
町
議
会
議
員
を
務

め
た
、
父
・
故
渡
邉 

和
明
氏
の
生

前
の
意
思
を
受
け
、
町
民
図
書
館

の
書
籍
の
購
入
と
介
護
福
祉
の
充

実
に
対
し
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
、

町
政
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
。

本
田
和
憲
さ
ん

本
田　

進
さ
ん

本
田　

修
さ
ん

〔
功
績
〕
亡
く
な
ら
れ
た
お
母
様

の
遺
志
を
受
け
、
町
に
多
額
の
寄

附
を
さ
れ
、
町
政
運
営
に
貢
献
さ

れ
た
。

西
山
容
子
さ
ん
（
郡
山
市
）

〔
功
績
〕
三
春
郷
土
人
形
館
の
維

持
管
理
の
た
め
、
町
に
多
額
の
寄

附
を
さ
れ
、
三
春
町
の
文
化
と
歴

史
の
継
承
に
貢
献
さ
れ
た
。

感

謝

状



5
広報みはる
令和２年 12月号

（写真は感謝状を受賞された皆さん）

第
39
回
三
春
町
ま
ち
づ
く
り
賞

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

北
成
田
集
落
（
要
田
）

代
表　

橋
本
榮
壽
さ
ん

〔
功
績
〕
平
成
12
年
の
発
足
以
来
、

20
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
、
農

地
の
維
持
管
理
と
合
わ
せ
て
地
域

を
代
表
す
る
桜
の
環
境
整
備
な

ど
、
環
境
美
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
景
観
作
物

と
し
て
の
ひ
ま
わ
り
畑
の
取
組
み

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

地
域
全
体
で
行
う
活
動
と
し
て
定

着
し
て
お
り
、
地
域
の
環
境
美
化

に
貢
献
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

沼
沢
集
落
（
中
妻
）

代
表　

松
崎
吉
文
さ
ん

〔
功
績
〕
平
成
17
年
の
発
足
以
来
、

15
年
以
上
の
間
、
水
路
整
備
な

ど
の
農
地
の
維
持
管
理
と
合
わ
せ

て
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
の
景
観
作
物

の
栽
培
を
通
し
て
地
域
の
環
境
美

化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
神
社
道

路
の
整
備
や
沼
沢
共
同
墓
地
整
備

な
ど
地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し

た
環
境
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
し

て
い
る
。

天
日
鷲
神
社
富
沢
子
ど
も

神
輿
会
（
沢
石
）

青
少
年
活
動
の
部

環
境
美
化
の
部

▼問　総務課　庶務グループ　☎ 62 - 2111　FAX61-1110

〔
功
績
〕
平
成
７
年
か
ら
25
年
以

上
に
わ
た
り
、
子
ど
も
の
人
数
が

減
少
し
、
担
ぎ
手
が
少
な
い
な

か
で
も
、
地
域
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
お
よ
び
地
域
住
民
が
協
力

し
、
神
輿
行
事
が
継
続
さ
れ
て
き

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
も
地
域
の

行
事
や
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を

よ
く
理
解
し
、
積
極
的
に
活
動
す

る
こ
と
で
、
富
沢
地
区
内
の
地
域

伝
統
芸
能
の
継
承
と
融
和
が
図
ら

れ
て
お
り
、
青
少
年
健
全
育
成
に

貢
献
し
て
い
る
。

代表  佐久間清隆さん佐久間泰史さん



て
、
10
年
以
上
の
積
極
的
な
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
出
来

事
な
ど
を
情
報
発
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
道
路
整
備
、
公
園

の
美
化
活
動
、
防
災
活
動
で
も
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
住
み
よ

い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
住
民
の

話
し
合
い
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、「
地
域
」
と
「
行
政
」
の
橋

渡
し
を
的
確
に
行
っ
て
い
る
活
動

は
地
域
の
自
治
活
動
に
貢
献
し
て

い
る
。

遠
藤
ハ
ツ
ヨ
さ
ん
（
岩
江
）

〔
功
績
〕
平
成
５
年
か
ら
約
26
年

の
間
、
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
寄
り
合
い
の
場
所
と
し
て
、

自
宅
を
開
放
し
、
和
気
あ
い
あ
い

と
会
話
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

活
動
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
活
動

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

6
広報みはる
令和２年12月号

込
木
行
政
区
60
歳
以
上
の

女
子
会
（
中
郷
）

代
表　

安
部
か
よ
さ
ん

〔
功
績
〕
平
成
30
年
１
月
に
発
足

し
、
体
操
や
歌
、
踊
り
や
会
話
を

通
し
て
、
健
康
寿
命
を
の
ば
し
、

人
に
頼
ら
ず
に
、
い
つ
も
元
気
に

自
分
の
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目

標
に
活
動
し
て
い
る
。
今
後
、
高

齢
化
が
進
む
な
か
で
、
地
域
住
民

が
助
け
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関

と
連
携
し
た
日
常
生
活
を
支
え
る

体
制
づ
く
り
は
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

影
山
芳
正
さ
ん
（
岩
江
）

〔
功
績
〕
下
舞
木
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
で
あ
る
寿
楽
会
の
会
長
と
し

健
康
づ
く
り
の
部

自
治
活
動
の
部

個
人
活
動
の
部

（写真はまちづくり賞を受賞された皆さん）

▼問　総務課　庶務グループ　☎ 62 - 2111　FAX61-1110
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▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62 - 3837

三春町選手団

第 32回ふくしま駅伝
　第32回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）は、11月15日に56市町村50チーム（7町村連合の「希

望ふくしま」チームを含む）が参加して行われ、白熱したレースが展開されました。

　三春町チームは、目標としていた町の部３位入賞とはなりませんでしたが、総合成績 13位・町の部４位という成

績を収めました。レースでは、６区の田村高２年・太田翔空選手と７区の田村高３年・下山田陽登選手が、町の部区

間賞を獲得する力走を見せ、三春町チームに大きな感動を与えてくれました。

　今大会は新型コロナウイルス感染症対策のため、郡山市から福島市までの９区間 50.2 ｋｍにコースが短縮されて

開催されましたが、タスキを繋いだ三春町の選手たちは、町民皆さんの応援を背に、最後まで精一杯の走りをみせて

くれました。

　選手の皆さん、本当にお疲れさまでした。また、町民皆さんの大会運営へのご理解とご協力ありがとうございました。

総合13位・町の部4位

2時間44分06秒

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4.7

3.0

9.3

3.9

7.0

4.8

5.7

3.4

8.4

16分50秒

10分02秒

29分46秒

13分28秒

22分05秒

14分33秒

17分24秒

12分31秒

27分27秒

佐久間珀亜

安齋　朋樹

長谷川　徹

本多　春樹

黒羽　俊輔

太田　翔空

下山田陽登

小野寺果子

浦山　陽介

田村高１年

岩江中３年

自衛隊郡山

三春中２年

田村高２年

田村高２年

田村高３年

三春中２年

斎藤下の湯

18位

14位

28位

23位

11位

3位

5位

12位

21位

18位

15位

18位

19位

17位

13位

12位

11位

13位

区 記録 備考区間
順位

チーム
順位

距離
（㎞）

出場選手

氏　名 所　属

町の部
区間賞

町の部
区間賞
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　第７回市町村対抗福島県ソフトボール大会が相馬市の相馬光陽ソフトボール

場で開催され、三春町チームは10月18日の２回戦から出場しました。

　初戦は富岡町チームと対戦し、初回に打者一巡の猛攻で一挙７点を先制

し、投げては工藤廉投手と金澤和昭投手が好投し、13対３で勝利しました。

　10月 24 日の３回戦は会津美里町チームと対戦し、両チームの投手戦の

展開となりましたが、影山将大選手の逆転タイムリー３塁打などにより、

12対３で勝利し大会ベスト８入りを決めました。また、同日の準々決勝で

は福島市チームと対戦しましたが、健闘の末１対 10で敗退しました。

　三春町チームへのご声援ありがとうございました。また、三春町選手団

の皆さんお疲れさまでした。

工藤廉投手 影山将大選手金澤和昭投手

試合の様子

第７回市町村対抗福島県ソフトボール大会

三春町チーム　大健闘 ベスト８入りベスト８入り

年末年始の感染症対策に特にご注意ください
　全国のクラスター分析から、次の「５つの場面」が感染が広がりやすいと明らかになっています。通常であれば会食

の機会が増えるシーズンですが、これまでどおりマスクの着用、手洗い、三密を避ける等感染症対策にご注意ください。

〇感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110

　・飲酒をするのであれば、①少人数・短時間で、

　　②なるべく普段一緒にいる人と、③深酒・はしご

　　酒などはひかえ、適度な酒量で。

　・箸やコップは使い回さず、一人ひとりで。

　・席の配置は斜め向かいに。

　・会話をするときはなるべくマスク着用。

　・換気が適切になされているなどの工夫をしている、

　　ガイドラインを遵守したお店で。

　・体調が悪い人は参加しない。
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　令和３年１月30日（土）まで町内の病院で実施しています。土曜日も実施している病院がありますので、ご都

合に合わせて事前にご予約のうえ受診してください。

　子宮がん検診・乳がん検診は令和３年２月26日（金）まで町内外の病院で実施しています。

余裕を持って早めにご予約のうえ受診してください。

　なお新型コロナウイルス感染症等の状況により、実施期間が変更になる場合がありますのであらかじめご了承く

ださい。

※注意　集団での検診を受診された方は受診できません。

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110　FAX 62-0202

令和３年１月まで施設での特定健診・がん検診を実施しています

けんしんの種類 対象者 受診に必要な物

特定健診
40歳以上75歳未満で国民健康

保険に加入している方

総合健(検)診受診録

特定健診受診券

保険証

肺がん検診

大腸がん検診
40歳以上の方

総合健（検）診受診録

保険証・自己負担金

胃がん検診
50歳以上偶数年齢の方

昨年度未受診の方

胃がん検診検診録

保険証・自己負担金

胃がんリスク検診 20歳～79歳の方
受診券・保険証

自己負担金

乳がん検診
40歳以上で偶数年齢の方

昨年度未受診の方

受診券・保険証

自己負担金

子宮がん検診
20歳以上で偶数年齢の方

昨年度未受診の方

受診券・保険証

自己負担金
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　新春恒例の「三春だるま市」は、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止のため、規模を縮小して実施します。

　当日は、三春交流館「まほら」の交流広場において、「だる

まの販売」、「希望の一文字だるま」の披露のみを実施します。

大町おまつり道路での「飲食物販売等の露店」の出店、「三春

太鼓」、「ひょっとこ祝い踊り」の披露は実施しません。

　なお、「古だるまの回収」は、例年どおり実施します。

　詳しい内容については広報みはる 1月号でお知らせします。

　・日　時　　1月 17日（日） 午前 10時～午後 4時

　・場　所　　三春交流館「まほら」

○令和３年希望の一文字を当てよう！

　毎年行われる特大だるまへの「希望の一文字」の書き入れ。平成22年から平成28年まで選ばれた一文字を用い「根

を発し、地を興す破竹の生」という七言の一句が完成しました。

　新たな七言の句が平成 29年の「夢」から始まり、平成 30年は「醒」、平成 31年は「遇」、昨年は「翁」です。

これに続く「希望の一文字」を予想してください。

　（ヒント：本来は神に祈る際、捧げるものの重要な属性であった。これをそなえたものを捧げると神も喜ぶと考

　　えられた。まだ物質であることは証明されず、正体は分からないものの、愛でたい感覚には違いない。）

　・応募方法　　応募用紙に予想する「希望の一文字」を書き入れ、FAX、郵送でお送りいただくか、㈱三春まち

　　　　　　　　づくり公社観光部へ持参してください。

　　　　　　　　詳しくは、「Find ！三春」ホームページ（http://miharukoma.com）をご確認ください。

　・応募締切　　令和 3年 1月 10日（日）

　・発表方法　　令和 3年 1月 17日（日）の三春だるま市で発表します。

　　　　　　　　正解者の中から抽選で 8名様に「希望の一文字」入りだるまをプレゼントします。

▼応募先・問　〒963-7725 三春町大字鷹巣字瀬山213番地　　　　　　　

　　　　　　 三春まちづくり公社　観光部　☎ 62-3690　FAX 62-3698

令和３年三春だるま市について

　三春郷土人形館と三春町文化伝承館は、次のとおり冬期休館いたします。各館で休館中の開館日が異なりますの

で、ご注意ください。

● 郷土人形館

　12月 1日（火）～令和 3年 2月 28日（日）

　※ただし、三春だるま市が開催される 1月 17日（日）は開館します。

● 文化伝承館

　12月 1日（火）～令和 3年 2月 28日（日）

　※ただし、12月 26日から令和 3年 1月 3日を除いた土・日・祝日は開館します。

▼問　歴史民俗資料館　☎６２－５２６３　FAX６２－６９５３

郷土人形館・文化伝承館の冬期休館について
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　新型コロナウイルス感染症の影響によりスポーツや運動をする機会が減少し、「新しい生活様式」を実践しなが

ら感染症対策と向き合う中で、身体的および精神的な健康を維持するうえでは、スポーツを行ったり、体を動かし

たりすることが必要です。

　町では、町民の皆さんが運動やスポーツを継続したり、始めたりするきっかけとなるよう、ニュースポーツやレクリエー

ション用備品を三春町民体育館に整備しました。団体等で利用する際にも貸し出し可能ですので、ぜひご利用ください。

　　　　　　　　　　　　　▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎６２－３８３７
　　　　　　　　　　　　　　　　町民体育館　　　　　　　　　　☎６２－６２１２

ニュースポーツ・レクリエーション用備品を整備しました

◆グラウンド・ゴルフセット（屋外用）

【設置場所】町民体育館2セット

いつでも、どこでも、

だれでも楽しめるス

ポーツです。

◆ボッチャセット

【設置場所】町民体育館1セット、第２体育館１セット

パラリンピック公式種

目をまずは体験して、

実際に競技してみま

しょう。

◆公式ワナゲセット

【設置場所】町民体育館1セット、第２体育館１セット

公式ワナゲルールに

のっとり、頭と体を使っ

て楽しんでみましょう。

◆ディスゲッター９（ナイン）

【設置場所】第２体育館１セット

フリスビーを使って、

的を射ぬくレクリエー

ションです。

◆ラダートレーニングロープ

【設置場所】町民体育館1セット、第２体育館１セット

ロープとプレートの間

をリズム良く駆け抜け

ることで、身体能力を

高めます。

◆卓球ラケット・ボール

【設置場所】町民体育館８本、第２体育館８本

初心者の方でも気軽に

取り組んでみましょう。

（※卓球台別途設置）

◆バドミントンラケット・シャトル

【設置場所】町民体育館８本、第２体育館８本

初心者の方でも気軽に

取り組んでみましょう。

（※ネット別途設置）

【利用方法】

　各備品は町民体育館と町民第２体育館に備え付

けてありますので、体育館で利用する場合には施設

使用申請（施設使用料は別途負担いただきます。）

をしてから利用してください。

　また、体育館以外での団体等の活動にも貸し出

しできますので、詳しくはお問い合わせください。
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　お薬を効果的に飲むためには以下の点に注意しましょう。

①正しいタイミング

　・決まった時間に飲みましょう。

　　食前：食事の 1時間～ 30分前（胃の中に食べ物が入っていないとき）

　　食後：食後 30分以内（胃の中に食べ物が入っているとき）

　　食間：食事の 2時間後が目安（食事と食事の間）※食事中の服用ではない

②正しい量

　・自己判断で増やしたり、減らしたりしないようにしましょう。

③正しい方法

　・コップ 1杯の水（白湯）で飲むのが原則です。

　　薬を胃まで到達させるために、錠剤やカプセルを完全に溶かすために、必要な量です。

　・錠剤を噛んだり、カプセルを外したりしないようにしましょう。

　　噛んだり、外したり形を変えたりすると薬が一度に効きすぎたり、逆に効かなくなったり

　　します。飲みにくい場合は、医師、薬剤師に相談しましょう。

④正しい期間

　・自己判断で服用を中止せず継続しましょう。

⑤正しい飲み合わせ

　・複数の薬を使用している場合、飲み合わせが悪いと十分な効果が得られなかったり、逆に効きすぎて体に悪影

　　響を及ぼすことがあります。

　・食品やサプリメントの中にも、薬との飲み合わせが悪いものもありますので薬剤師にご相談ください。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
お薬の正しい飲み方について

　10月 12 日より星総合病院・星ヶ丘病院・三春病院の診察券番

号（ID番号）を統合し、3施設で共通の番号でご利用いただけます。

診察券も 3施設共通になりますので、受診時に変更いたします。

診察券が新しくなりました

　認知症の方やそのご家族の交流の場です。お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。

▶ 開催日時　◆12月3日（木）午前10時～11時30分　◆1月7日（木）午前10時～11時30分

▶ 場　　所　三春町保健センター　１階機能訓練室

▶ 内　　容　身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ・健康に関する20分程度のミニ講座

 　12 月「溶連菌感染症について」　1月「認知症の人との接し方！！」

▶ 参加申し込み　☎ 73-8180（総合相談課）

▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）

※ 当日参加も受付けております。

※ 医療・介護・福祉に関するご相談には専門のスタッフが対応します。

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、開催の中止または変更と

　 なる場合がありますのでホームページをご覧ください。

オレンジカフェ☆さくら

☎ ☎

☎
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大
会
タ
イ
ム
２
時
間
13
分
20
秒
か
ら
３
分
32

秒
も
縮
め
る
全
国
レ
ベ
ル
の
走
り
を
披
露
し

ま
し
た
が
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
記
録
を

出
し
た
学
法
石
川
高
校
に
次
い
で
２
位
に
終

わ
り
ま
し
た
。
女
子
も
１
時
間
14
分
56
秒
の

記
録
で
、
昨
年
の
記
録
１
時
間
16
分
７
秒
か

ら
１
分
11
秒
縮
め
る
快
走
を
み
せ
ま
し
た

が
、
男
子
と
同
じ
く
学
法
石
川
高
校
に
次
ぐ

２
位
の
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
例
年
行
わ
れ
て
い

た
沿
道
か
ら
の
声
援
は
禁
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
拍
手
に
よ
る
温
か
い
応
援
を
受
け
、
選

手
た
ち
は
懸
命
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
同
窓
生
や
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に

添
え
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

校
長
、
学
年
主
任
、
進
路
指
導
主
任
か
ら

就
職
試
験
に
向
け
て
の
激
励
と
心
構
え
な
ど

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち

は
服
装
、
身
だ
し
な
み
を
整
え
、
真
剣
な
面

持
ち
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

毎
年
恒
例
の
だ
る
ま
に
目
を
入
れ
る
作
業
を

行
い
、
全
員
内
定
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
社
会
人
と
し
て
の
入
口
と
な

る
大
事
な
機
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
一
歩

を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
教
職
員
も
一
丸
と

な
っ
て
指
導
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

10
月
18
日
、
本
校
第
一
体
育
館
で
第
45
回

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
例

年
と
は
違
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
部
員
、
顧
問
が

一
丸
と
な
っ
て
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

演
奏
会
で
は
「
エ
ル
・
ク
ン
バ
ン
チ
ェ
ロ
」

「
天
城
越
え
」
「
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
名
曲
集
」

な
ど
の
曲
披
露
や
部
員
達
に
よ
る
ス
タ
ン
ド

プ
レ
ー
な
ど
の
演
出
も
あ
り
、
観
客
の
手
拍

子
と
も
重
な
っ
て
、
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い

演
奏
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
の
皆
様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
全
国
高
校
駅
伝
県
予
選
会
が

猪
苗
代
町
で
男
子
７
区
間
42
．
１
９
５
㎞
、

女
子
５
区
間
21
．
０
９
７
５
㎞
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
駅
伝
の
伝
統
校
と
し
て
選
手
た
ち
は

優
勝
を
目
指
し
、
毎
日
ハ
ー
ド
な
練
習
や
合

宿
を
重
ね
て
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
男
子

は
２
時
間
９
分
48
秒
の
記
録
で
、
昨
年
の
県

　

10
月
８
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
い
わ
き
市
の
医
療
創

生
大
学
を
訪
問
し
、
大
学
担
当
者
に
よ
る
学

校
説
明
、
卒
業
生
と
の
懇
談
、
各
種
施
設
の

見
学
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
イ
オ
ン

モ
ー
ル
い
わ
き
小
名
浜
で
昼
食
を
摂
り
、
い

わ
き
市
石
炭
・
化
石
館
ほ
る
る
を
見
学
し
て

三
春
に
帰
着
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
教
職
員

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
親
睦
も
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
就
職
選
考
解
禁
日
を
前
に
就

職
を
希
望
す
る
生
徒
へ
の
激
励
会
を
行
い
ま

し
た
。

☎

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
で

　

医
療
創
生
大
学
を
訪
問

◆
就
職
希
望
者
激
励
会
を
行
い

　

ま
し
た

2年連続1区の生田目惇の激走女子主将、菊地麻耶の懸命の走り

◆
吹
奏
楽
部
、
定
期
演
奏
会

　

を
開
催

◆
全
国
高
校
駅
伝
予
選
会

　

結
果
報
告

充実した施設を見学

校長先生からの激励の言葉

一体となった動きの見事なスタンドプレー

積極的な活動で活躍中の平成 30年卒の三輪さん

就職内定を祈願し、だるまに目入れをしました

部員交互にＭＣを務め、盛り上げました！
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☎
☎

研究の現場を見てみよう！

　　　　　　福島県環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
　　　　　　今回は国立環境研究所福島支部で行っている研究内容について紹介します。

　地球温暖化という言葉を聞いたことがありますか？近年、各地で台風が頻発していますが、地球温暖化の進行に
より台風などの極端な現象の発生確率が上がる可能性が指摘されています。1990 年代以降、地方自治体は温暖化
の原因とされる温室効果ガスの削減などの地球温暖化対策を進めています。三春町も「地球温暖化対策実行計画
（事務事業編）」「地域まるごと省エネ計画」を策定して対策
を進めています。
　私たちは地域が進める地球温暖化対策の実態を調査して
います。こおりやま広域圏（郡山市・三春町など16市町村）
を対象とした調査の結果、小規模な自治体は地球温暖化対
策の条例や計画を作ること、地域の団体と連携して対策を行
う推進体制づくりに課題を抱えていることがわかりました。ま
た私たちは2019年度から、こおりやま広域圏の環境部門で
の連携事業「こおりやま広域圏気候変動適応等推進研究会」
において、環境政策を担当する地方自治体職員の皆様とグ
ループワークを実施し、地方自治体が地球温暖化対策を進め
るうえで必要な情報を整理・分析する支援をしています。

◎ 研究者

　国立研究開発法人国立環境研究所　福島支部　地域環境創生研究室　辻　岳史

　三春町在住です。今年の 9月に第一子が誕生しました。この三春町に、地域の子育て支援

に取り組む方々がいてくださることの有難さを感じています。

コミュタン福島　12月イベント情報

◆ 5 日（土）・6日（日）　　「放射線を遮へいするものを探してみよう！」

◆ 5日（土）　　　　　　　　「理科自由研究発表会 at コミュタン福島」

◆6日（日）　　 　　　　　「理科自由研究発表会 at コミュタン福島　作品展示会」

◆12日（土）・13日（日）　「エコキャンドルをつくろう！」

◆ 19日（土）・20日（日）　「クリスマスツリーに輝く黄道 12星座」

◆24日（木）・25日（金）　「ペーパークイリングにチャレンジしよう！」

◆26日（土）・27日（日）　「貝がらを使って季節の飾りをつくろう！」

　　　　　　　　　　　　　 「ロケットが飛ぶ秘密にせまろう！ ( サイエンスショー )」

◆「地球の時間、人の時間－アト秒から46億年まで35桁の物語」in コミュタン福島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 2年 12月 19日 ( 土 ) ～令和 3年１月 17日 ( 日 )

◆国立科学博物館番組「深海ー潜水艇が照らす漆黒のフロンティアー」を環境創造シアターで上映開始

　（環境創造シアター国立科学博物館番組上映　恐竜の世界、人類の旅（～12月 13日）、NEW 深海（12月 19日～））

○ 12月 12日（土）は電気設備点検のため午前中休館になります。
○ 12月 28日（月）～１月４日（月）は休館になります。
※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽、イベントを中止することがありますので、予めご　
　　了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。
※　環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限させていただいております。
※　赤外線放射温度計による検温スクリーニングにご協力ください。また、館内ではマスクを着用ください。
※　環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。詳しくは「三春町町営バス時刻表」を
　　御覧ください。

こおりやま広域圏の環境政策担当者とのグループワークの様子

○地域が進める地球温暖化対策を支援しています
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② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

0.11

0.10

0.09

0.10

0.09

0.08

0.09

0.09

0.09

0.10

0.10

0.09

0.09

0.09

0.09

0.09

0.09

0.09

 10月  6日

 10月13日

 10月20日

測定日 
     測定点     測定点

◆ 北部三地区第２仮置場

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦測定日 
     測定点     測定点

0.14

0.13

0.13

0.13

0.12

0.12

0.13

0.12

0.13

0.11

0.13

0.12

0.14

0.13

0.13

0.11

0.11

0.11

0.11

0.10

0.09

0.11

0.08

0.10

0.09

0.09

0.11

0.08

0.10

0.09

0.12

0.12

0.12

0.11

0.11

 10月  1日

 10月  8日

 10月15日

 10月22日

 10月29日

◆ 三春地区仮置場

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦測定日 
     測定点     測定点

0.09

0.09

0.09

0.09

0.10

0.10

0.09

0.11

0.09

0.10

0.10

0.10

0.10

0.10

0.09

0.09

0.07

0.06

0.06

0.06

0.09

0.09

0.09

0.09

0.09

0.09

0.09

0.09

  10月  5日

  10月12日

  10月19日

  10月26日

◆ 中郷地区仮置場

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦測定日 
     測定点     測定点

0.06

0.06

0.06

0.07

0.07

0.06

0.06

0.06

0.06

0.06

0.09

0.08

0.09

0.07

0.07

0.09

0.10

0.09

0.10

0.09

0.09

0.09

0.09

0.10

0.09

0.07

0.07

0.07

0.09

0.07

0.10

0.11

0.10

0.10

0.11

 10月  2日

 10月  9日

 10月16日

 10月23日

 10月30日

◆ 岩江地区仮置場

☎

● 仮置場の空間線量等について（10月分） ●
　現在、除去土壌等の保管を行っている北部三地区第２、三春地区、中郷地区および岩江地区の仮置場における空
間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置場の井戸
や調整池など、いずれも基準値未満となっています。
　また、10月をもって北部三地区第２仮置場から中間貯蔵施設等への搬出が完了いたしました。引き続き、残り
３箇所の仮置場からの搬出を安全に進めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。
※ 仮置場平場周りなどの数か所を測定しています。（単位：μＳｖ /ｈ）

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

三
春
の
里

　

  

ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー

　

食
品
等
の
放
射
能
測
定
検

査
を
行
っ
て
い
る
、
三
春
の

里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
の
年

末
年
始
の
休
業
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　　

令
和
２
年
12
月
29
日（
火
）か
ら

　

令
和
３
年
１
月
３
日（
日
）ま
で

　

年
末
年
始
の
休
業
日
以
外

は
、
日
曜
日
と
祝
日
が
休
業

日
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

し
尿
く
み
取
り

　

今
年
の
し
尿
く
み
取
り
は
、

12
月
28
日
（
月
）
で
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
新
年
は
１
月
４

日
（
月
）
よ
り
行
い
ま
す
。

　

年
末
に
な
り
ま
す
と
平
常
ど

お
り
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
困

難
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

か
ら
の
お
願
い

１
．
各
種
業
務
（
し
尿
く
み
取

　

り
業
務
・
浄
化
槽
清
掃
業
務

　

等
）
時
に
留
守
等
に
よ
り
、

　

手
数
料
の
お
支
払
い
が
未
納

　

と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

そ
の
場
合
、
業
務
終
了
時

　

に
作
業
員
が
お
渡
し
、
も
し
く

　

は
ご
自
宅
に
投
函
す
る
請
求

　

書
に
よ
り
、
各
自
田
村
市
、

　

三
春
町
、
小
野
町
の
金
融
機

　

関
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ

　

く
か
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続

　

き
は
、
金
融
機
関
に
申
込
み

　

用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
。
（
田

　

村
市
・
三
春
町
・
小
野
町
の

　

金
融
機
関
の
み
）

２
．
ト
イ
レ
お
よ
び
浄
化
槽
に

　

は
、
し
尿
お
よ
び
ト
イ
レ
ッ

　

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
異
物
の

　

混
入
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

３
．
台
所
で
洗
浄
の
際
、
皿
な

　

ど
の
油
汚
れ
等
は
い
っ
た
ん

　

紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら

　

洗
浄
し
、
ま
た
、
米
の
と
ぎ

　

汁
等
は
庭
木
な
ど
の
肥
料
と

　

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
82
‐
１
２
７
２
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三春町民図書館開館 30周年

図書館フェスティバルを開催しました！

　10月 16日から 11月１日まで、三春町民図書館では「図書館フェスティバル 2020」を開催しました。

　三春町民図書館内や三春交流館「まほら」で、三春町民図書館開館 30周年記念パネル展示や古本リユース市、秋

のとしょかん福袋、図書館活用講座&ブックコート体験会、特別おはなし会と、さまざまなイベントを行いました。おは

なし会に参加した子どもたちは、図書館ボランティアや職員による大きな紙芝居の読み聞かせなどを楽しんでいました。

図書館活用講座&ブックコート体験会のようす 特別おはなし会のようす

図書館協議会とは

　国の「図書館法」を基本に「三春町民図書館設置条例」および「三春町民図書館協議会運営規則」に基づき、「三

春町民図書館協議会」が設置されています。

　図書館協議会の目的は、図書館の現状を見直し、望ましい図書館のあり方やその振興策について審議することに

あります。図書館運営全般について種々お世話になりますが、町民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

　今後、さらに町民の皆様の生涯学習を支援する情報センターとしての機能が十分発揮できるよう協議会委員の

方々のご意見をいただきながら図書館運営に反映していき、「みんなの図書館」をめざしていきます。

　この度、改選に伴い、次の方々が「三春町民図書館協議会」の委員に任命されました。

　任期は、令和 2年 11月 1日から令和 4年 10月 31 日までの 2年間になります。

　　（敬称略）

　　○学校教育関係者代表　三春小学校長　猪狩　仁

　　○社会教育関係者代表　堀江　恵子

　　○家庭教育向上活動者　小山　保子

　　○学識経験者　宗像　美　

　　○学識経験者　橋本　清二

▼問　生涯学習課　町民図書館　☎６２－３３７５

このコーナーでは、最近行われた行事や
三春ならではのアツい話題などをピック
アップしてお伝えしています。

ふくしまの花展示・ＰＲ事業について

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて花の需要が減少する中、福島県花

き振興協議会では福島県内産の花を多くの方に知ってもらうため「ふくしまの

花展示・ＰＲ」事業を実施しています。

　三春町は展示主体として、三春駅に 10月 26日から約１週間花の展示をしま

したのでご紹介します。10月の展示に協力して頂いたのは三春町内の（有）まる

おん生花店です。

　今月の中旬にも三春駅内に花を展示しますので是非ご覧ください。

　皆さんも季節の花を自宅等で飾ってみてはいかがですか。

▼問　産業課　農林グループ　☎ 62-2112
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　10月16日から11月14日まで三春交流館「まほら」および三春町文化伝

承館において令和２年度三春町文化祭を開催しました。今年は新型コロナウ

イルス感染症により開催が危ぶまれましたが、参加された団体の皆さんはしっ

かりと対策を講じたうえで日頃の活動の成果を発表することができました。

　人数こそは例年に及ばなくとも、来場された皆さんは文化祭を通して、人と

人との会話や触れ合いの場として十分意義深い時間を過ごすことができたの

ではないでしょうか。ご来場いただきました皆さん、どうもありがとうござい

ました。

▼問　生涯学習課　生涯学習グループ　☎ 62-3837

令和２年度三春町文化祭を開催しました

　田村地区内の小中学生が「社会を明るくする」ことをテーマに家庭・学校・社会生活を通して体験したことや、

考えたことを文章にまとめ、伝える「第 12回田村地区作文コンテスト」の表彰式が 10月 29 日三春交流館まほ

らで開催されました。表彰式では、表彰、審査委員長の講評、来賓祝辞に引き続き、入賞者それぞれの作品の朗読

が行われました。

　入賞された方は次のとおりです。

　　【小学校の部】　　　最優秀賞　小野小学校　６年　草野 結衣「いじめをなくす二つの目をもとう」

　　　　　　　　　　　優 秀 賞　三春小学校　６年　小野寺佳音「言葉で伝わる気持ち」

　　　　　　　　　　　優 秀 賞　船引小学校　６年　吉岡 壮大「障がいのある人が住みやすい社会」

　　【中学校】　　　　　最優秀賞　船引中学校　２年　秋元 椋太「差別のない社会へ」

　　　　　　　　　　　優 秀 賞　三春中学校　３年　千葉 真楓「優しさの向こう」

　　　　　　　　　　　優 秀 賞　岩江中学校　２年　村上 海釉「より安心で安全な地域に」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最優秀賞、優秀賞に輝いた６名　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左から２番目小野寺佳音さん（三春小６年）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1番右村上 海釉さん（岩江中２年）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右から２番目千葉 真楓さん（三春中３年）

第 70回社会を明るくする運動　第 12回田村地区作文コンテスト表彰式

前列左から、添田教育長、伊丹隊長、山田隊員、坂本町長

後列左から、安齊隊員、長谷川隊員、小林隊員

※三春町役場での報告会のようす

岩江っ子見守り隊、県防犯協会連合会長・県警察本部長連名表彰で表彰状

　多年にわたり、地域の子どもたちの安心安全のために積極的

に取り組んだとして、岩江っ子見守り隊が県防犯協会連合会長・

県警察本部長連名表彰の防犯功労団体として表彰され、１０月

29日に三春町役場にて受賞報告会が行われました。

　岩江っ子見守り隊は、「子どもと大人の明るい社会」を目的に、

登下校する児童・生徒の安心安全を見守っており、その功績が

認められ表彰されたものです。

　岩江っ子見守り隊のみなさん、受賞おめでとうございました。

　※シートベルトやチャイルドシートの着用は交通事故発生時

　　の被害の防止や軽減に欠かすことができません。

　　車に乗ったら必ず全席でシートベルト、チャイルドシートを

　　正しく着用しましょう。
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新たに 36名の認知症サポーターが誕生しました

　10月13日に三春町保健センター、同月21日に岩江地区防災コミュニティセンターで、地域包括支援センター職員

による認知症サポーター養成講座を開催しました。

　認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の方や家族に対して温かい目で見守

る方のことをいい、今回の講座を含めると1,357 名のサポーターが町内で活動しています。

　三春町では、認知症の方が住み慣れた地域で暮らし続けることができるまちづくりを目標に、引き続き認知症サポー

ターの養成に取り組んでまいります。

　地域で認知症サポーター養成講座の開催を希望される場合には、担当課へお問合せください。

▼問　保健福祉課　介護保険グループ　☎ 62-3166

講座のようす

第２回勉強会「地域の支え合いを考える会」を開催しました

　10月 14 日、三春交流館「まほら」ホワイエで公益財団法人さわやか福祉財団岡野貴代様をお招きし、第２回

勉強会「地域の支え合いを考える会」を開催しました。

　９月 15日に開催された第１回勉強会に続き、地域の支え合いについて、同じ地区に住むみなさんで話し合い、

自分たちの地域でどんな支え合い活動が必要かを考えました。

　勉強会では、「地域をより良くするために、私たちでできる活動」について、グループワークが行なわれ、各グルー

プから前向きな意見を多数いただきました。

　この勉強会を通して、各地区で運動や茶話会を中心としたサロンが新たに立ち上がっています。今後も引き続き、

各地区で話し合いの機会を設け、多くの支え合いの花を咲かせていきたいと考えています。

▼問　保健福祉課　介護保険グループ　☎ 62-3166

講師の岡野貴代様 勉強会のようす

後期高齢者医療保険料について表彰状を受贈

　10月29日、後期高齢者医療保険料完納自治体として、福島県広域連合長から表彰状を贈呈されました。去年に続き、

2年連続での受賞となりました。

　町民の皆様のご協力に心より感謝申し上げます。

▼問　税務課　収納グループ　☎ 62-2136
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　本大会において、各種交通功労者への表彰、交通安全ポスターコンクールを受賞された皆様に心からお祝いと感
謝を申し上げます。
　なお、本来であれば、11月12日、三春町を開催地とし第11回田村地方交通安全大会が開催される予定でありましたが、
昨今の新型コロナウイルス感染症の感染拡大を考慮し、記念式典および交通安全パレードは中止とし、表彰のみとさせ
ていただきました。
　町の各賞の受賞者は次のとおりです。（敬称略）

◎各賞受賞者
　▼全日本交通安全協会長表彰交通栄誉賞　　　　　　▼福島県警察本部長・福島県交通安全協会長連名表彰
　　「緑十字銅賞」　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽交通安全功労者　　伊藤徳男
　　▽優良運転者　　　　武田京子／壁寸芳男　　　　　▽優良運転者　　　　大津孝雄

　▼田村地方交通安全対策推進協議会長・田村警察署長・田村地区交通安全協会長連名表彰
　　▽交通安全功労者　　鈴木利一／阿部博文
　　▽優良運転者　　　　大内純一／橋本正幸／黒羽吉茂／小林一子
　　▽交通安全優良校　　三春町立三春中学校
　　▽交通安全優良団体　田村地区交通安全協会三春支部御木沢分会

　▼田村警察署長・田村地区安全運転管理者協会長・安全運転管理田村事業主会長連名表彰
　　▽優良安全運転管理者　石橋ハマプラス（株）　佐藤孝太郎
　　　　　　　　　　　　　（有）平和土建　　　　遠藤秀幸
　　▽交通安全優良事業所　三春デイサービス機能訓練センター
　　　　　　　　　　　　　（有）つばさ交通コーポレーション
　　　　　　　　　　　　　（株）ベストマネジメント
　　　　　　　　　　　　　（株）三條鉄工所

　▼田村地区交通安全協会長・田村警察署長連名表彰
　　▽交通安全ポスターコンクール
　　　優秀賞　三春小学校　２年　菅野真由紀

▼問　三春町交通対策協議会（総務課内）　☎ 62-1114

ベストコンディション

第 11回　田村地方交通安全大会　表彰受賞者

優秀賞の菅野真由紀さんの作品

　昨年9月の町長就任以来､既に1年余が過ぎました。

　台風災害や新型コロナウイルス感染症対策に追われた1年であり、現在もその対応に追われております。

災禍に見舞われたとき、今までの常識が通用しないことは珍しくありません。混乱もありましたが、みんな

で力を合わせ、地道な行動の積み重ねや新しい手法を試みながら、災いを乗り越えて参りました。これか

らもそうありたいと思います。

　ただ、今も少子化・高齢化も進んでおります。さらに感染を避けるため人と人との距離が心理的にも遠く

なりつつあることを憂慮しております。

　私は、三春の良さは「雰囲気の良さ」であると思っています。

　寺社仏閣に囲まれた落ち着いた街並みと、農村部のおおらかな空気が醸成する雰囲気の良さを将来に伝

えていくためには、地域の自立的な活動と町行政の融合が必要だと考えています。

　国が言う自助、互助、共助、公助がうまく機能するためには、個人、家庭、地域、行政が「ベストコンディ

ション＝良い状態」である必要があります。

　三春町では、「まちづくり協会」方式で良い状態づくりに取り組んで参りました。既に40年近くの歴史が

あります。

　さらなる活性化のため、来年度から町内2地区に職員が常駐する拠点を設置します。昔の支所のような

イメージに近いのですが、違うのは同じ場所に「地域を活性化したいと思う人々が常駐し様々な事業を創り

出す場」であることです。

　防災や包括的な見守り事業を皮切りに、様々な事業を創造・展開して参りたいと考えておりますので、ぜ

ひ皆さんのお力を貸していただきたいと思います。
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三春交流館運営協会自主事業

○開催日時：令和 3年 1月 23日（土）

　　　　　　開演午後 2時（開場午後 1時）

○会　　場：三春交流館「まほら」まほらホール

○チケット代：前売券 3,500 円　当日券 4,000 円

　（前売券完売の場合、当日券はございません。）

○チケット発売

　・購入可能者：福島県内在住で、開催２週間以内に県

　　外への行動歴がない方のみとなります。また、チラ

　　シ裏面の注意事項等に同意いただけない方の入場も

　　固くお断りさせていただきます。

　　詳細は、チラシをご覧ください。

運営ボランティア募集！
　「林家三平・春風亭一之輔二人会」の運営をお手伝いしてくれるボランティ

アを募集しております。

　三春交流館運営協会では、三春交流館「まほら」で開催する様々な自主事

業を企画・運営してきましたが、当日の運営をお手伝いしてくれる方を必要

としております。今回は、新春に笑いと元気を届ける舞台公演を支えてくれ

る方を募集しております。

　一緒に楽しく「まほら」での舞台公演に携わる感動を共有しませんか？

【募集要件】

▼問・申込　三春交流館「まほら」　☎６２－３８３７

初笑い「まほら」寄席　林家三平＆春風亭一之輔　二人会

日 時 令和３年１月23日（土）午前10時～午後5時頃

性別・年齢・経歴等は問いませんが、芸術文化等に興味があり、
積極的に参加できる方

求める人材

5名募集人数

令和２年12月23日（水）まで
ただし、募集人数に達し次第、締め切ります。

募集締切

無償のボランティアとなりますが、当日の昼食（お弁当・お茶）は出ます。報 償 等

チケットのもぎり、座席の案内・誘導など
どなたでもできる簡単な内容となります。

ボランティア内容

　三春小、御木沢小、沢石小の男子 12人、女子３人の 15人で元気いっぱい

に楽しく活動しています。

　ソフトボールは、「ボールを投げる・打つ、走る」を一生懸命に行うことで、

試合に勝つ喜びや負ける悔しさを全力で感じることができるスポーツです。

　年間を通じて、ソフトボールの練習はもちろん、チームワークを高めるため

の楽しいレクリエーションを行ったり、たくさんの試合へ参加したりしてします。

　当団は、子どもたちの健全な成長を願い、団員・スタッフ・保護者が「一

致団結」して、活動に取り組んでい

ます。

　随時、体験や見学をお待ちしてい

ます！

　○活動場所　御木沢小学校

　○活 動 日　土曜日・日曜日

　○活動時間　午前９時～正午

▼問　保護者会長　渡邊佳子

　　　☎ 090-2026-9745

三春ソフトボールスポーツ少年団を紹介します

▼問　三春交流館「まほら」　☎６２－３８３７

チケット好評発売中！
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味
・
教
養

自然観察ステーション 12月のイベント情報

☎

M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ 12 月～ 1月上旬のイベント情報 ◆◆◆

※ この情報は、イベント等の主催者のご希望により掲載しております。掲載のご希望は、 三春交流館「まほら」までお願いします。

☎

※新型コロナウイルス感染症の影響により１２月に予定していた教室は、全て中止いたしました。

議会を傍聴してみませんか。まほらホールにて一般質問の様子を放映しますので

ぜひお越しください。

令和2年12月三春町議会定例会一般質問放映　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　【議会事務局:62-8124】

10:00～

（予定）

12月／

2日（水）

舞台装置のプロが作る歌と踊りのすばらしいステージをお楽しみください。

ＭＩＨＡＲＵ歌.踊.ライブ2020　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　【三春歌と踊り愛好会:024-942-8135】

9:30～15:30
まほらホール
自由席
1,000円

12月／

13日（日）

子どもへの読み聞かせや、昔話のかたりについての講演会です。お気軽にご参加く

ださい。

三春町民図書館開館30周年記念講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【三春町民図書館:62-3375】

14:00～16:00
小ホール
定員35名
（事前申込）
無料

19日（土）

合唱、J-pop、クラシックまで楽しい音楽会です。皆で、一生懸命練習をして、全力

で成果を出します。是非、見に来てください。

大内音楽教室発表会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【大内翠:090-9740-2538】

13:00～15:00
まほらホール
自由席
無料

12月／

20日（日）

年末年始に必要なものの売り出しです。おせち料理の材料やしめ飾りなどを販売し

ます。

磐州市「年末市」　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　【三春磐州市実行委員会(橋本紀子):62-5757】

11:00～13:00

交流広場

12月／

28日（月）

毎年恒例の新年交礼会を開催します。

令和3年新年交礼会　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【三春町総務課:62-2111】

13:30～14:30

まほらホール
4日（月）

20歳の門出を同級生の皆さんとお祝いしませんか。三春町の成人式に出席を希望

される方はご連絡ください。

令和3年三春町成人式　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【三春交流館「まほら」:62-3837】

13:30～14:30
まほらホール
新成人者のみ
ご入場できます。

1月／

10日（日）

（　　　　　）
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〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

★ 地域子育て支援センターは、改修工事中のため、会場や時間を変更しています。★ 利用時間　午前10時～正午

対　象行　事 日　時 場　所 内　容

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね”
12月2日（水）

11時15分～

就学前のお子さんと

保護者

就学前の12月生まれ

のお子さんと保護者

手作りの誕生カードに写真を貼り、身長・体重や手形を押して

つくります。大きなケーキを囲んで12月生まれのお友達を

みんなでお祝いします。

※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予

　約をお願いします。

お誕生会

12月生まれ（要予約）

12月18日（金）

11時15分～

申込期限12月11日（金）

0歳～1歳位までのお

子さんと保護者

※身長、体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さん

　との時間を持ってみませんか。（母子手帳をご持参ください）

※離乳食講座の時間があります。栄養士から具体的に話が

　聞けます。

のびのびの日
12月25日（金）

10時～12時

図書館のスタッフがきてたのしいお話をします。出前おはなし会
就学前のお子さんと
保護者

12月16日（水）
10時30分～11時

就学前のお子さんと

保護者
季節のせいさくを親子でつくり持ち帰ります。たのしいせいさく

12月4日（金）

11時15分～

交流館まほら

2階和室

交流館まほら

2階和室

保健センター

運動指導士の方と一緒におやこで楽しくからだを使った遊び

をします。
おやこ運動遊び教室

12月8日（火）
10時～12時
申込期限12月4日（金）

1歳～3歳までの

お子さんと保護者
保健センター

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

日　時 場　所 内　容

12月12日（土）

午前9時30分集合

午前10時～12時

申込期限12月4日（金）

内　容：「トナカイポップケーキ」
参加料：300円
持ち物：エプロン・バンダナ・ハンカチ・水筒・筆記用具
対　象：小学校２年生以上
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）・岩江児童クラブ
　　　 （岩江センター内）へ参加料を添えてお申し込みください。
　　　 材料を準備しますので、欠席となっても返金できませんのでご
　　　 了承ください。

料理教室
岩江センター

調理室・和室

体育館で遊ぼう

12月5日（土）

午前9時30分集合

午前10時～11時

申込期限12月2日（水）

内　容：「長縄跳び」
　　　 長縄を使って「郵便屋さん」や「くまさん・くまさん」など、歌に
　　　　合わせて色々な飛び方をしましょう！！
参加料：100円
持ち物：うわばき・タオル・着替え・水筒
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児童クラブ（御木
　　　 沢小学校体育館内）へ参加料を添えてお申し込みください。
　　　  当日欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

御木沢小

体育館

今月の行事をお知らせします

　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします。
　詳しくは、お問い合わせください。

〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

対　象行　事 日　時 場　所

12月8日（火）　11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

※今後のコロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）

3～4か月児
令和2年 8月11日 

～9月10日生まれ
母子手帳、問診票、子どもノート、大きめ
のバスタオル

12月15日（火）

個別に案内
三春町保健センター

9～10ヵ月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル
令和2年2月1日

～3月5日生まれ

12月23日（水）

個別に案内
町立三春病院

1歳6か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、タオル、
歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、コップ

平成31年5月1日

～5月31日生まれ

12月17日（木）

個別に案内
三春町保健センター

3歳6か月児 母子手帳、問診票、尿、大きめのバスタオル、
タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、コップ

平成29年6月1日

～6月30日生まれ

12月16日（水）

個別に案内
三春町保健センター
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感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

合
や
、
発
熱
、
喉
の
痛
み
、
頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

あ
る
場
合
は
、
来
所
前
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
の

お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
持
ち
で
、
助
産
師
や

保
健
師
に
相
談
を
し
た
り
、
同
じ

子
育
て
を
し
て
い
る
方
と
お
話
し

が
で
き
ま
す
。

○
対
象 

現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　

 

産
後
１
年
以
内
の
マ
マ

○
内
容 

参
加
者
同
士
の
交
流

　
　
　

 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い

　
　
　

 

て
の
相
談

　
　
　

 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

　
　
　

 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育

　
　
　

  

て
に
つ
い
て
の
相
談
、
赤

　
　
　

ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ

　
　
　

ン
ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　

  

と
の
遊
び
の
紹
介
）

○
日
時 

12
月
11
日
（
金
）

　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

１
階
ホ
ー
ル

○
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ

　

ん
に
必
要
な
物
、
タ
オ
ル
（
乳

　

房
ケ
ア
を
ご
希
望
の
方
）

　

茶
話
会
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必

　

要
な
方
は
飲
み
物
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

○
ス
タ
ッ
フ 

助
産
師
、
保
育
士
、

　

栄
養
士
、
保
健
師

○
お
願
い 

保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

　

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
所
時
の
「
検
温
」
や
「
手
指

　

消
毒
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

過
去
２
週
間
以
内
に
感
染
拡
大

　

地
域
に
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る

　

方
や
、
発
熱
、
喉
の
痛
み
、
頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

方
は
ご
参
加
を
見
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

○
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
、12
月
９
日（
水
）

　

ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ
お
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
・
姉
妹
が
一

　

緒
の
場
合
は
申
込
み
時
に
名
前

　

や
年
齢
等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

年　

金

公
認
心
理
師
の
子
育
て
相
談
日
の

お
知
ら
せ

　

公
認
心
理
師
の
久
保
木
優
紀
先

生
、
横
山
美
香
先
生
が
、
町
内
の

保
育
所
・
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
ほ

か
、
子
育
て
の
こ
と
、
子
ど
も
の

発
達
の
こ
と
な
ど
の
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
相
談
日

の
２
日
前
ま
で
（
休
日
の
場
合
は

そ
の
前
日
ま
で
）
に
子
育
て
支
援

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
時
間
・
公
認
心
理
師

○
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
願
い

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

12月3日㈭ 横山美香先生
①13:10～14：10
②14:30～15：30

12月24日㈭ 久保木優紀先生
① 9:10～10：10
②10:30～11：30

1月14日㈭ 横山美香先生
①13:10～14：10
②14:30～15：30

開催日 時　間 公認心理師
子
ど
も
・
親
子

年　

金

◯　国民年金基金は、自営業の方やその家族、学生などの国民年金の第１号被保険者の方々がゆ

　　とりある老後を過ごせるよう、国民年金に上乗せする公的な年金制度です。
◯　加入できる方は、国民年金に加入している 20歳以上 60歳未満の方および 60歳以上 65歳

　　未満の国民年金に任意加入している方です。

◯　65歳から生涯受け取ることができる終身年金が基本ですので、長い老後の生活に備えるこ
　　とができます。

◯　掛金は全額が課税所得から控除できるので、所得税と住民税が軽減されます。受け取る年金
　　も公的年金等控除の対象になりますので、税制面で優遇されます。

◯　万が一早期に亡くなったとき、家族に遺族一時金が支払われますので、掛け捨てになりませ

　　ん。（一部の年金タイプを除く）遺族一時金は全額非課税です。※ 2020 年 1月現在

◯　加入した時に確定した掛金額と年金額は変わりません。（ご加入時の内容でお支払した場合）

◯　ご加入いただいた後も掛け金の額を口数単位で増減できます。

▼問　全国国民年金基金　福島支部　☎０１２０－６５－４１９２（フリーダイヤル）
https://www.zenkoku-kikin.or.jp　全国国民年金基金　検索

国民年金基金制度のご案内

自営業の方やその家族、学生などの国民年金の第１号被保険者の皆様へ

ローゴ ヨ イ ク ニ

子
ど
も
・
親
子
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産
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

　
　
　

年
度
償
却
資
産
申
告
を

　
　
　

も
っ
て
一
覧
を
提
出
し
た

　
　
　

こ
と
と
し
ま
す
。）

　

３
．
収
入
減
を
証
明
す
る
書
類

　
　
　

（
会
計
帳
簿
や
青
色
申
告
決

　
　
　

算
書
の
写
し
な
ど
。）

　

４
．
特
例
対
象
家
屋
の
事
業
用

　
　
　

割
合
を
示
す
書
類
（
青
色

　
　
　

申
告
決
算
書
、
見
取
り
図

　
　
　

な
ど
。）

○
申
告
の
手
順

　

１
．
申
告
書
を
作
成
す
る
。

　

２
．
提
出
書
類
を
「
認
定
経
営

　
　
　

革
新
等
支
援
機
関
※
」
等

　
　
　

に
提
出
し
、
要
件
合
致
の

　
　
　

確
認
を
受
け
た
上
で
、
申

　
　
　

告
書
の
【
認
定
経
営
革
新

　
　
　

等
支
援
機
関
等
確
認
欄
】　

　
　
　

に
記
名
、
押
印
を
も
ら
う
。

　

３
．
提
出
書
類
を
役
場
税
務
課

　
　
　

に
提
出
す
る
。

　

※
中
小
企
業
に
対
し
て
専
門
性

　
　

の
高
い
支
援
事
業
を
行
う
機

　
　

関
と
し
て
、
国
か
ら
認
定
さ

　
　

れ
て
い
る
税
理
士
、
公
認
会

　
　

計
士
、
商
工
会
な
ど
。

○
申
告
期
限

　

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
ま

で
に
役
場
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定

経
営
革
新
等
支
援
機
関
等
の
確
認

を
受
け
て
い
な
い
書
類
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

税
務
課　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

書
で
納
め
て
い
る
方
へ

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
納
付
が
便
利
で
お

ト
ク
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
、

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

金
融
機
関
等
へ
行
く
手
間
が
省

け
て
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

前
納
割
引
で
さ
ら
に
お
得
！
口
座

振
替
の
場
合
「
２
年
前
納
」
で
約

１
万
５
千
円
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
約
１
万
４
千
円
が
割
引
と

な
り
ま
す
。

　

毎
月
払
い
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
い
つ
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

○
前
納
を
ご
希
望
の
場
合

・
４
月
末
日
か
ら
の
前
納
（
６
ヶ

　

月
、
１
年
、
２
年
前
納
）
の
申

　

込
期
日　

２
月
末
日

・
10
月
末
日
か
ら
の
前
納
（
６
ヶ

　

月
）
の
申
込
期
日　

８
月
末
日

　

と
な
り
ま
す
。

　

申
込
書
は
役
場
に
も
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

日
本
年
金
機
構

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
請
求
は
お
済
み
で
す

か
？

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
以
下
の
、
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
書
が

届
い
た
方
で
、
ま
だ
提
出
し
て
い

な
い
方
は
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
切
手
を
貼
り
郵
便
ポ
ス
ト
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
10
月
分
か

ら
の
給
付
金
を
受
け
取
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

日
本
年
金
機
構

　

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
は

　

（
東
京
）
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐

　

１
１
６
５

　
　
　
　

の
総
数
ま
た
は
総
額
の

　
　
　
　

２
分
の
１
以
上
を
所
有

　
　
　
　

さ
れ
て
い
る
法
人

　
　

（
イ
）
２
以
上
の
大
規
模
法
人

　
　
　
　

に
発
行
済
株
式
ま
た
は

　
　
　
　

出
資
の
総
数
ま
た
総
額

　
　
　
　

の
３
分
の
２
以
上
を
所

　
　
　
　

有
さ
れ
て
い
る
法
人

◯
対
象
資
産

　

上
記
対
象
者
が
所
有
し
、
か
つ
、

そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
（
法
人

税
や
所
得
税
の
計
算
の
際
の
経
費

に
算
入
さ
れ
る
も
の
）
家
屋
お
よ

び
償
却
資
産
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◯
軽
減
割
合

　

令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の

間
に
お
け
る
任
意
の
連
続
す
る
三
か

月
間
の
事
業
収
入
の
合
計
額
が
前
年

の
同
じ
期
間
と
比
較
し
て
次
の
と
お

り
減
少
し
た
場
合
に
、
特
例
対
象

資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
額
を
ゼ
ロ
ま
た
は
２
分
の
１
と
し

て
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

　

１
．
前
年
の
事
業
収
入
よ
り
50
％

　
　
　

以
上
減
少
し
た
場
合　

ゼ
ロ

　

２
．
前
年
の
事
業
収
入
よ
り
30
％

　
　
　

以
上
50
％
未
満
減
少
し
た

　
　
　

場
合　

２
分
の
１

　

※
30
％
未
満
の
減
少
の
場
合
は
、

　
　

特
例
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
の
方
法

○
提
出
書
類

　

１
．
申
告
書
（
窓
口
備
え
付
け

　
　
　

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

掲
載
の
様
式
を
ご
利
用
く

　
　
　

だ
さ
い
。）

　

２
．
特
例
対
象
資
産
一
覧
（
事

　
　
　

業
用
家
屋
の
み
。
償
却
資

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
係
る
中
小
事

業
者
等
の
事
業
用
家
屋

お
よ
び
償
却
資
産
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特

例
措
置
に
関
す
る
申
告
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
事
業
収
入
が
減
少

し
た
中
小
事
業
者
の
方
が
所
有
す

る
事
業
用
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
固
定
資

産
税
を
軽
減
し
ま
す
。
対
象
要
件

に
当
て
は
ま
り
、
軽
減
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

特
例
措
置
の
内
容

◯
対
象
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お

よ
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措

置
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
収
入
が
減

少
し
た
中
小
事
業
者
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
中
小
事
業
者
と
は
、
次
に

示
す
事
業
者
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

１
．
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
の

　
　
　

額
が
一
億
円
以
下
の
法
人

　
　
　

（
※
）

　

２
．
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
を

　
　
　

有
し
な
い
法
人
の
う
ち
、

　
　
　

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の

　
　
　

数
が
千
人
以
下
の
法
人

　

３
．
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の

　
　
　

数
が
千
人
以
下
の
個
人
事

　
　
　

業
者

　

※
次
の
法
人
は
資
本
金
が
一
億

　
　

円
以
下
で
も
対
象
と
は
な
り

　
　

ま
せ
ん
。

　
　

（
ア
）
同
一
の
大
規
模
法
人
に
発

　
　
　
　

行
済
株
式
ま
た
は
出
資

税　

金
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就
職
相
談
室
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
（
ア
ル

フ
ァ
）」
に
つ
い
て

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
方
専
用
の

田
村
市
に
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
の
付
属

施
設
と
し
て
専
門
の
相
談
員
と
の

職
業
相
談
や
仕
事
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
全
国
の
仕
事

検
索
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
ご
利
用
時
間

　

月
〜
金　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

　

（
土
日
祝
／
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
問

　

田
村
市
船
引
町
船
引
字
南
元
町
28

　

☎
81
‐
１
７
３
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

仕　

事

暮
ら
し

年　

金

税　

金

仕　

事

暮
ら
し

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

○
日
時

　

12
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

　

ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け

　

ま
す
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　

扱
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓
地

　

清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替
え
、

　

手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木
工
品
、

　

手
芸
品
）
の
制
作
販
売　

な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

三
春
町
字
南
町
21
‐
１

　

☎
62
‐
７
３
０
８

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

　

蛇
口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー

タ
ー
が
寒
さ
の
た
め
に
凍
る
と
、

破
裂
や
ひ
び
割
れ
を
起
こ
し
、
貴

重
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り

か
、
修
繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も

大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
蛇

口
や
水
道
管
が
凍
ら
な
い
よ
う
に

保
温
材
料
等
を
取
り
付
け
て
、
寒

さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る
漏

水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

企
業
局　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
年
度
も
降
雪
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
除
雪
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
備
え
、
除
雪
の
基
準
と
除

雪
時
の
お
願
い
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
除
雪
を
行
う
基
準

　

１
．
町
道
の
積
雪
が
お
お
む
ね

　
　
　

15
㎝
に
達
し
た
場
合

　

２
．
除
雪
は
積
雪
が
10
㎝
以
下

　
　
　

に
な
る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

　

３
．
主
要
幹
線
、
通
勤
・
通
学

　
　
　

路
な
ど
緊
急
度
の
高
い
路

　
　
　

線
か
ら
除
雪
を
行
い
ま
す
。

○
除
雪
時
の
お
願
い

　

１
．
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業

　
　
　

の
障
害
や
事
故
発
生
の
原

　
　
　

因
と
な
り
ま
す
の
で
避
け

　
　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

２
．
除
雪
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

　
　
　

よ
う
に
、
倒
れ
そ
う
な
生

　
　
　

垣
や
植
栽
、
竹
林
な
ど
の
維

　
　
　

持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
．
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄

　
　
　

関
先
に
雪
が
残
る
こ
と
が

　
　
　

あ
り
ま
す
。
除
雪
車
は
広
い

　
　
　

地
域
を
短
時
間
で
除
雪
し

　
　
　

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
玄
関

　
　
　

先
ま
で
は
手
が
回
り
ま
せ

　
　
　

ん
。
玄
関
先
の
雪
は
各
家

　
　
　

庭
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま

　
　
　

す
。

　

４
．
除
雪
は
、
一
斉
に
は
で
き

　
　
　

ま
せ
ん
の
で
、
遅
く
な
る

　
　
　

地
区
が
出
ざ
る
を
得
な
い

　
　
　

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

５
．
歩
道
の
除
雪
は
、
地
域
の

　
　
　

皆
さ
ん
で
協
力
体
制
を
整

　
　
　

え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

６
．
除
雪
後
に
は
、
道
路
に
雪

　
　
　

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

道
路
へ
の
雪
出
し
は
交
通

　
　
　

事
故
の
も
と
で
す
。

　

７
．
除
雪
や
融
雪
剤
の
要
望
は
、

　
　
　

各
地
区
の
除
雪
協
力
会
長

　
　
　

（
区
長
）
を
通
し
て
く
だ

　
　
　

さ
い
。

▼
問

　

建
設
課　

建
設
グ
ル
ー
プ　

　

☎
62
‐
２
１
１
５

議
会
12
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
す

○
開
会
時
期
（
予
定
）

　

12
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）

　

・
定
例
会
の
詳
し
い
日
程
は
、

　
　

11
月
28
日
（
土
）
の
新
聞
折

　
　

込
み
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

・
一
般
質
問
は
12
月
２
日
（
水
）

　
　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
般

　
　

質
問
の
様
子
は
、
役
場
４
階

　
　

議
場
と
三
春
交
流
館
「
ま
ほ

　
　

ら
」
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
に
て
ご

　
　

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍

　
　

聴
に
お
越
し
の
際
は
、
マ
ス

　
　

ク
着
用
・
手
指
消
毒
等
の
感

　
　

染
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

　

・
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る

　
　

場
合
は
、
事
前
に
議
会
事
務

　
　

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

議
会
事
務
局

　

☎
62
‐
８
１
２
４
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『ずかん　ウイルス』

奥修／文・写真

武村政春・宮沢孝幸／監修　技術評論社

『藤田浩子の手・顔・からだ

でおはなし』

藤田浩子／著　一声社

　昨今ウイルスについてたくさんの情報が

飛び交っていますが、ウイルスって何？と

あらためて聞かれると、首をかしげてしま

う方も多いのではないでしょうか。この図

鑑では、各種のウイルスについて、基礎知

識から最新の研究、利活用まで、イラスト

や写真を使って分かりやすく解説していま

す。小学校高学年以上の子どもから、大人

にもおすすめできる一冊です。

　三春町ゆかりの幼児教育家・藤田

浩子氏の著書です。手や顔、体を動か

して子どもと遊ぶ方法をたくさん紹介

しています。赤ちゃんから小学生まで、

年齢別の遊び方アドバイスも掲載して

いるので、その時々にぴったりのもの

が見つかります。子どもの指にふれた

り、膝に乗せてゆらしたり。歌やお話

を交えながら、子どもとのふれあい遊

びで楽しい時間を過ごしてみませんか。

類（
朝
井
ま
か
て
）
／
Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
２
０
０
１（
綾
辻
行
人
）
／
も
っ
こ
す
の
城　

熊
本
築
城

始
末（
伊
東
潤
）
／
ア
マ
テ
ラ
ス
の
暗
号（
伊
勢
谷
武
）
／
じ
ん
か
ん（
今
村
翔
吾
）
／
死
神
の
棋

譜（
奥
泉
光
）
／
ザ
・
ベ
ス
ト
ミ
ス
テ
リ
ー
ズ
２
０
２
０（
秋
吉
理
香
子　

ほ
か
）
／
暗
闇
に
レ
ン

ズ（
高
山
羽
根
子
）
／
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ブ
レ
ン
ド
・
ミ
ス
テ
リ
ー　

謎
０
０
３　

恩
田
陸
選（
日
本

推
理
作
家
協
会
＝
編
）
／
始
ま
り
の
木（
夏
川
草
介
）
／
隣
は
シ
リ
ア
ル
キ
ラ
ー（
中
山
七
里
）

／
震
雷
の
人（
千
葉
と
も
こ
）
／
乳
房
の
く
に
で（
深
沢
潮
）
／
わ
れ
も
ま
た
天
に（
古
井
由
吉
）

／
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖　

扉
子
と
不
思
議
な
客
人
た
ち（
三
上
延
）
／
ち
よ
ぼ　

加

賀
百
万
石
を
照
ら
す
月（
諸
田
玲
子
）
／
シ
グ
ナ
ル（
山
田
宗
樹
）
／
夜
に
駆
け
る　

Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｓ

Ｏ
Ｂ
Ｉ
小
説
集（
星
野
舞
夜　

ほ
か
）
／
ア
ラ
バ
ス
タ
―
の
手　

マ
ン
ビ
ー
古
書
怪
談
集（
Ａ
・
Ｎ
・

Ｌ
マ
ン
ビ
ー　

羽
田
詩
津
子
訳
）
／
イ
ワ
ン
の
馬
鹿（
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ　

小
宮
由
訳
）

『ず『ずかん　ウイルス』
読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには 12月 3日（木）に並びます。 ▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

田
村
市
役
所
で
登
記
事
項
証
明
書

等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

田
村
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
福
島
地
方
法
務
局
田
村

証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
登
記
事
項
証
明
書
等
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
設
置
場
所

　

田
村
市
役
所
１
階
「
福
島
地

　

方
法
務
局
田
村
証
明
サ
ー
ビ

　

ス
セ
ン
タ
ー
」

◯
受
付
時
間

　

平
日

　

・
午
前
９
時
〜
正
午

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

◯
取
扱
業
務

　

・
全
国
の
土
地
・
建
物
お
よ

　
　

び
会
社
・
法
人
の
登
記
事

　
　

項
証
明
書

　

・
全
国
の
会
社
・
法
人
の
代

　
　

表
者
事
項
証
明
書

　

・
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明

　
　

書
（
印
鑑
証
明
書
の
請
求

　
　

に
は
、
印
鑑
カ
ー
ド
が
必

　
　

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
請

　
　

求
す
る
際
に
代
表
者
の
生

　
　

年
月
日
の
入
力
が
必
要
で

　
　

す
。
）

　

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て

　
　

い
る
不
動
産
お
よ
び
会
社

　
　

等
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

※
要
約
書
お
よ
び
地
図
・
図

　
　

面
等
の
交
付
は
行
っ
て
お

　
　

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

　
　

く
だ
さ
い
。

▼
問

　

福
島
地
方
法
務
局

　

郡
山
支
局
登
記
部
門

　

☎
０
２
４
‐
９
６
２
‐
４
５
０
５

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
第
72
回
人
権
週
間
」
で
す

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採
択

日
）
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
各
地
で
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
の
行
事
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
福
島
地
方
法
務
局
お

よ
び
福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
を
「
第
72
回
人
権
週
間
」
と
し
、

当
該
週
間
を
中
心
に
啓
発
活
動
お

よ
び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
左

記
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

相
談
時
間

　
　

年
末
年
始
を
除
く
平
日

　
　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　

午
後
５
時
15
分

▼
問

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
１
９
９
４
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暮
ら
し

　住民基本台帳法第 11条第 3項および第 11条の 2第 12 項により、住民基本台帳（一部）の閲覧の状況を

公表します。

　ただし、次のものを除きます。

・国または地方公共団体による閲覧申請のうち、犯罪捜査に関するもの、そのほか特別な事情により　請求事

由を明らかにすることが事務の性質上困難であるもの。（住民基本台帳法第11条第2項第2号）

・個人または法人による閲覧申請のうち、営利以外の目的で行う居住関係の確認の訴訟の提起その他　特別の

事情による居住関係の確認として実施したもの。（住民基本台帳法第 11条の 2第１項第 3号）

１　公表対象期間

　　令和元年 11月 1日～令和 2年 10月 31日

２　住民基本台帳の一部の写しの閲覧

住民基本台帳の閲覧状況の公表

国または地方公共団体の
機関の名称

請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

（１）国または地方公共団体の機関の請求による閲覧（住民基本台帳法第１１条第３項に基づく公表分）　　　

申出者の氏名（法人の場合はその名称
および代表者または管理人の氏名）

利用目的の概要

大字下舞木の16歳～

20歳および26～30歳

の男女 50名

一般社団法人新情報センター

事務局長　平谷　伸次

「こころの健康と甲状腺検査に関する

アンケート」の対象者抽出のため

（委託者：福島県立医科大学医学部）

令和元年

12月2日

大字上舞木字福内、大字

下舞木字西ノ内の満18

歳以上80歳未満の男女

26名

株式会社サーベイリサーチ

センター東北事務所　　　

所長　千葉　記章

次期「福島県生涯学習支援基本計画」

の策定に向けた基礎資料とするため

令和2年

6月23日

八島台三～五丁目、荒町、

下舞木西ノ内、貝山全域

の20歳以上の男女筆頭

世帯構成員　172名

一般社団法人輿論科学協会

理事長　井田　潤二

総務省が毎年実施する通信利用動向

調査（統計法に基づく一般統計調査）

の標本抽出のため

令和2年

7月7日

字八幡町、大字平沢の

満15歳以上の男女（住所（（ 、

氏名、生年月日、性別

含む）20名

株式会社　ITスクエア　　

代表取締役社長　渡邉　亨

令和2年度　福島県政世論調査対象

者の住所等の把握のため

令和2年

7月9日

２００４年９月末までに

生まれた八島台二丁目、

八島台五丁目、担橋一

丁目の男女（12名）

一般社団法人新情報センター

事務局長　山本　恭久

東日本大震災から１０年目の復興に

関する意識調査

令和2年

9月18日

八幡町地区の20歳から

35歳の男性

三春町消防団　三春分団

第1部

三春町消防団新入団員候補者の情報

収集

令和2年

1月24日

閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

（２）個人または法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第１１条の２第１２項に基づく公表分）

三春町全域の平成14年4月2日から

平成15年4月1日生まれの男子・女子

および、平成17年4月2日から平成

18年4月1日生まれの男子

令和元年11月

6日から11月

7日まで

自衛官募集のための対象

者情報の収集

（根拠法令：自衛隊法

第29条第1項、同第35条）

自衛隊福島地方協力本部

郡山地域事務所
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　地域の信仰に根づいた慣習や芸能は、普段あまり意識されていないためか、気づいたときには継続が難しい状

況であったり、廃絶していることが多くあります。事実、三春町内では風流踊り（七福神舞など）が廃絶してしまっ

ており、記録することもかないませんでした。

　お祭りで行われている太々神楽も、奉納中止から廃絶へと至るものが出ています。そうした中で、指定文化財と

なっている斎藤や直毘のものだけでなく、指定とはなっていませんが御祭や庄司などのように奉納が続けられてい

るものがあることは、三春の伝統芸能を次世代に伝えるためにも、非常に心強く思われます。

　ご存知のとおり、太々神楽は神社の祭礼の折に奉納される舞などで、三春で奉納されるものの多くは出雲流神

楽です。神事の形を残す演目から、天地開闢（てんちかいびゃく）などの神話に基づく演目まで、多いところでは

30以上が演じられます。その他、湯立神楽という清めや託宣（たくせん＝占い）のために行われる神楽もあり、

舞方、囃子方含め、地域の多くの方々が関わって構成される芸能と言えます。

　斎藤を始め、廃絶した神楽のほとんどは、船引町の大倉神社の神職として神楽を教えた國分大隅らによって、明治

ごろ伝授されたものが演じられており、それ以前のことについては詳しく伝わっていません。斎藤では面をつけない

舞を「小神楽」、面をつけるものを「大神楽」と呼んでおり、古風な所作が

よく残っています。また、國分大隅による伝授が多い中、直毘神社の太々神

楽は系統が異なっており、郡山市内に伝えられていたものが伝授され、県内

では珍しい唱え言葉が入ったり、巫女舞があったりという特徴があります。

　今年はお祭りもままならない年でした。来年はいつもどおり行われること

を願ってやみません。

☎

三春町指定民俗文化財　斎藤の太々神楽・直毘神社の太々神楽

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
は
火
気
厳
禁

で
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
使
用
す

る
際
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
の
気

の
あ
る
場
所
や
高
温
に
な
る
場
所

で
は
引
火
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
使
用
場
所
に
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
買
い
置
き

の
消
毒
液
を
保
管
す
る
際
は
直
射

日
光
や
暖
房
な
ど
で
高
温
に
な
る

場
所
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

令
和
３
年
三
春
町
成
人
式
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

◯
日
時

　

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

　

受
付　

午
後
０
時
30
分

　

式
典　

午
後
１
時
30
分

◯
場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

◯
該
当
者

　

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
方
で
、
町
内
在
住
者
ま
た
は

　

出
身
者

　

※
該
当
の
方
へ
は
、
11
月
中
に

　
　

案
内
状
を
送
付
し
て
お
り
ま

　
　

す
。

　
　

案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方

　
　

で
、
三
春
町
の
成
人
式
に
出

　
　

席
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
連

　
　

絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

☎
62
‐
３
８
３
７

三
春
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
主
募
集
中
！

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

広
告
掲
載
料

 　

１
か
月
に
つ
き
１
万
円

※ 

連
続
12
回　

10
万
円

▼ 

申
込
・
問

 　

総
務
課 

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62
‐
８
１
２
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61
‐
１
１
１
０

斎藤の太々神楽
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暮
ら
し

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
に

つ
い
て

　

収
集
は
、
各
地
区
の
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
お

手
元
の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み
を

　

持
ち
込
む
場
合

 

・
年
末　

12
月
30
日
（
水
）
ま
で

　

営
業
い
た
し
ま
す
。

※
12
月
の
日
曜
開
放
日
は
【
第
３

　

日
曜
日
と
前
日
の
土
曜
日
】
で

　

は
な
く
、
第
４
日
曜
日
と
前
日

　

の
土
曜
日
﹇
26
日
（
土
）
、
27

　

日
（
日
）
﹈
に
な
り
ま
す
。
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

※
12
月
の
粗
大
ご
み
の
戸
別
回
収

　

日
は
24
日
（
木
）
で
す
。
回
収

　

を
希
望
す
る
場
合
は
、
前
日
ま

　

で
に
下
記
ま
で
電
話
に
よ
り
予

　

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

（
件
数
が
多
数
の
場
合
は
翌
月

　

の
回
収
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。
）

 

・
年
始　

１
月
４
日
（
月
）
か
ら
、

　

通
常
ど
お
り
営
業
い
た
し
ま
す
。

 

・
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

三
春
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
62
‐
６
１
２
３

ご
み
の
収
集
に
関
す
る
お
願
い

◯
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
が
出
や
す

　

い
年
末
年
始
の
時
期
は
、
ご
み

　

が
収
集
さ
れ
た
後
に
出
さ
れ
る

　

こ
と
が
、
毎
年
報
告
さ
れ
て
い

　

ま
す
。

　

ご
み
は
、
収
集
予
定
日
の
朝
８

　

時
30
分
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
集

　

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
最
近
ご
み
袋
を
し
ば
ら
な
い
で

　

出
さ
れ
て
い
る
ご
み
が
見
受
け

　

ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
袋
は
キ
チ
ン
と
し
ば
っ
て

　

出
し
ま
し
ょ
う
。

◯
紙
類
な
ど
資
源
の
分
別
や
生
ご

　

み
の
水
切
り
な
ど
、
ご
み
の

　

減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
ご
み
減
量
分
別
ガ

　
　

イ
ド
を
ご
覧
に
な
る
か
、
住

　
　

民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
ま

　
　

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
皆

　
　

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　
　

す
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

窓
口
業
務

　

12
月
29
日
（
火
）
か
ら
１
月
３

日
（
日
）
ま
で
年
末
年
始
の
休
日

と
な
り
ま
す
。

　

１
月
４
日
（
月
）
か
ら
は
、
通

常
ど
お
り
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
年
末
・
年
始

窓
口
業
務

　

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

　
　

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明

　
　

書
交
付
に
つ
き
ま
し
て
も
12

　
　

月
29
日
（
火
）
か
ら
１
月
３

　
　

（
日
）
ま
で
は
、
ご
利
用
い

　
　

た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

　
　

く
だ
さ
い
。

　

○
戸
籍
届
書
に
つ
い
て
は
、
従

　
　

来
ど
お
り
休
日
中
も
宿
直
室

　
　

で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

税
務
課　

収
納
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
３
６

【年末年始収集日程および清掃センター開放日】

12月28日（月）

1月4日（月）

8：30～17：15

8：30～17：15

休　み

12月29日（火）～1月3日（日）

12（土）

13（日）

14（月）

15（火）

16（水）

17（木）

18（金）

19（土）

20（日）

21（月）

22（火）

23（水）

24（木）

25（金）

26（土）

27（日）

28（月）

29（火）

30（水）

31（木）

1（金）

2（土）

3（日）

4（月）

町収集（各地区集積所） 持込（清掃センター）

受付時間

午前９時～午後４時

受付時間  午前９時～午後４時

受付時間

午前９時～午後４時

（26日、27日は土日開放日）
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暖房器具からの出火防止

　毎年、暖房器具からの出火が後を絶ちません。

　石油ストーブだけでなく、電気ストーブなどからの出火も多く発生しています。 次の点に注意し

ましょう。

　●　暖房器具周りの整理整頓をしましょう

　●　暖房器具で洗濯物などを乾かす行為は絶対に止めましょう

　●　お出かけ前、就寝時は必ずスイッチが切れていることを確認しましょう

▼問　郡山消防本部予防課　☎ 024－ 923－ 8172

入浴時の事故防止

　気温が低い時季の入浴は、湯船に浸かったとき、脱衣所で冷えた身体が急激 に温められ、血圧が

大きく変動し身体に悪影響を及ぼす「ヒートショック」に注意 しましょう。 

　「ヒートショック」を防ぐために次の点に注意しましょう。

　●　脱衣所や浴室を入浴前に温め、部屋の温度差をなくしましょう

　●　入浴時は家族に一声かけましょう

　●　浴槽の温度は38～ 40℃に設定しましょう

▼問　郡山消防本部消防課　☎ 024－ 923－ 8173

郡山地方広域消防組合からのお知らせ

広告欄



31
広報みはる
令和２年12月号

広報みはる
令和２年 12月号

広　

告　

欄

募　

集

　福島県が開発した、リンドウとカラーの新品種の名称を募集しています。

　応募方法は次のとおりです。

　〇募集期間　12月６日（日）まで

　〇募集方法　福島県農業振興課ホームページ内の専用フォームから応募

　〇採用された名称の応募者へは記念品が贈呈されます。

▼問　福島県農林水産部　農業振興課　☎ 024-521-7336　　　　　　　　　　　　　　　　　
 http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36021a/hana-hinsyu2020.html　　　

福島県オリジナル花き新品種の名称募集について
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収
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　町営住宅（公営住宅）の入居者を募集します。

　家賃は、町営住宅入居資格所得基準によります。

　敷金は、家賃の 3ヶ月分です。入居の際は連帯保証人が必要です。

　家賃とは別に、駐車場使用料、共益費、組費などは入居者の負担となります。

〇入居資格

　（１）同居する親族（婚約者・内縁を含む）があること。（単身で申し込みできる例外有り）

　（２）住宅に困窮していることが明らかであること。

　（３）町民税、固定資産税、国民健康保険税、軽自動車税を滞納していないこと。

　（４）世帯の所得額が基準内であること。

　・公営住宅

　　（ア）一般世帯　月額所得が 158,000 円以下

　　（イ）高齢者、障がい者等、小学校就学前の子供がいる世帯 月額所得が 214,000 円以下

　（５）入居申込者および同居しようとする親族が暴力団員でないこと。

〇注意事項

　（１）住宅等を所有している方は原則申し込みできません。

　（２）離婚が成立していない配偶者と別居しての申し込みは原則認めておりません。

　（３）単身赴任による別居は住宅に困窮しているとは言えないため申し込みできません。

〇申込方法

　建設課に備え付けの申込書により、三春町役場建設課建築グループ （役場 3階☎ 62-2113）へ提出してください。

　郵送や電話での申し込みや申込物件の変更は行いません。

〇申込期間

　令和２年12月 14日（月）～令和２年12月 18日（金）

　午前 8時 30分から午後 5時まで

〇提出書類

　入居申込書に添付する書類は次のとおりです。

　（１）最新の所得証明書（申請書にマイナンバーを記載することによって省略できます。）

　（２）市町村税を完納していることを証する書類（市町村長等が発行する納税証明書）

　（３）入居者全員の住民票

〇選考方法

　入居の申込を受理した件数が募集戸数を超える場合については、町営住宅入居者選考委員会を開催し決定します。

〇入居予定時期　令和３年１月中旬

【募集する団地名・戸数】◇公営住宅（駐車場使用料は 2,000 円／月）

▼問・申込　建設課　建築グループ（役場3階）　☎ 62-2113

町営住宅（公営住宅）入居者募集

団地名／構造・建築年 所在地・家賃 間取り 駐車場 募集戸数

一本松34団地　1号棟

（中耐4階建・H３年）

所在地：一本松34番地

家賃：19,000円～37,400円

2戸

（1階102号室、4階110号室）

1戸

（3階 310号室）

1戸

（3階 232号室）

3LDK

2LDK

2LDK

有（1台）

有（1台）

有（1台）

所在地：平沢字担橋91-5

家賃：18,200円～35,700円

所在地：担橋一丁目5-4

家賃：14,600円～28,700円

かつぎばし団地　北棟

（中耐4階建・S63年）

かつぎばし団地　南棟

（中耐4階建・H２年）

広告欄
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健　

康

火

水

木

金

岩　江

要　田

中　妻

三　春

沢　石

御木沢

中　郷

岩江防災コミュニティーセンター

要田交流館大平荘

中妻地区公民館

三春町保健センター

八島台集会所

沢石会館

御木沢地区公民館

中郷地区交流館

7、14、21、28

1、8、15、22

1、8、15、22

2、9、16、23

2、9、16、23

3、10、17、24

4、11、18、25

4、11、18、25

曜日 地区 会　場 12月の開催日

三春町では、1月から「手話言語条例」が施行されます。

町民の皆さんにも手話に親しんでいただくために、三春町にちなんだ手話をご紹介します。

第 1回目は、「滝桜」です。

左手のてのひらを下に向けて胸の前に
置き、右手を下図のように指先を下に
向けて滑らせて下ろす。
左手の台から右手が滝のように落ちる
様子。

胸の前で両方の手のひらを合わせてふ

くらませてつぼみの形を作ってから、

下の図のように、ゆっくり回しながら

花が開くように手のひらを広げる。
募　

集

「滝」 「桜」

広告欄



34
広報みはる
令和２年12月号

広報みはる
令和２年 12月号

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）

◆ 施設の休館日は20ページに掲載しています。

12月の行事カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1615 17 18 19

20 21

7 98 10 11 12

13 14

2322 24 25 26

27 28 29 30 31

6

54321

35

お誕生会

（11時15分～・交流

館まほら2階和室）22

心配ごと相談

35心配ごと相談

3～4か月児健康診査

23
公認心理師の
子育て相談日

22

22

3歳6か月児健康診査

出前おはなし会
（10時30分～・交流
館まほら2階和室）

22

1歳6か月児健康診査

22

22

9～10か月児健康診査

ままカフェみはる
（10時～11時30分・
保健センター）23

体育館で遊ぼう
（10時～11時・御木
沢小体育館）22

たのしいせいさく
（11時15分～・交流
館まほら2階和室）22

のびのびの日
（10時～12時・保健
センター）

35

35

35

おやこ運動
あそび教室

（10時～12時・保健
センター）22

おはなし “あのね ”
（11時15分～・交流
館まほら2階和室）

議会12月定例会一般
質問

議会 12 月定例会
（～７日予定）

心配ごと相談
22

25

料理教室
（10時～12時・岩江
センター）22

公認心理師の
子育て相談日 23

こころの健康相談会
35

22

人権相談・行政相談

心配ごと相談

22絵本とわらべ唄

磐州市「年末市」21
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人口・世帯数　 

納期限

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（12月）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課 生活環境グループ

　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期

　券をご利用ください。

　回数券はバス車内および役場窓口、定期券は

　役場窓口でそれぞれお買い求めいただけます。

※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行

　しています。

※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行し

　ています。

※スクール混乗コース及び通勤コースを除く朝晩

　コース５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：6・13・20・27・31 日

12月 医療機関名 薬局名

○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください
☎0247-81-2233　FAX0247-72-8841

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

13日（日）せんざき医院　☎61-2777 みはる調剤薬局

29日（火）清水医院　☎82-3535

30日（水）
なごみファミリークリニック

（旧西山医院）　☎62-2473
ふくだや薬局

31日（木）たむら市民病院  ☎82-1117 共創未来船引薬局

6日（日）かとうの内科クリニック ☎81-1388 わたなべ薬局

20日（日）さとう耳鼻咽喉科クリニック ☎81-1333 げんじろう調剤薬局

27日（日）南東北病院滝根診療所 ☎78-2442 オリオン薬局

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内

 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）

福島県こども救急電話相談

　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで

※新型コロナウイルスの症状が疑われる場合は、かかりつけ医、

　または以下の窓口にお電話ください。

12月 12月

1日（火）

2日（水）

3日（木）

4日（金）

7日（月）

8日（火）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

17日（木）

18日（金）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

28日（月）

かとうの内科クリニック

大久保クリニック

石川医院

まつえ整形外科

船引クリニック

東部台こどもクリニック

白岩医院

さとう耳鼻咽喉科クリニック

矢吹医院

なごみファミリークリニック（旧西山医院）

まつざき内科胃腸科クリニック

清水医院

青山医院

三春病院

石塚医院

橋本医院

秋元医院

さとう耳鼻咽喉科クリニック

のざわ内科クリニック

のざわ内科クリニック

当番医療機関 当番医療機関

新型コロナウイルス相談窓口

受診・相談センター

☎０１２０－５６７－７４７

受付時間：２４時間（毎日）
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三春町小学校音楽鑑賞教室　　10月 2日

　震災以降、被災地の子どもたちを励まそうと毎年のように行われて

いる日本フィルハーモニー交響楽団のメンバーの皆さんによるコン

サート。今回は、弦楽四重奏による演奏で、「Ｇ線上のアリア」「白鳥」

「＜四季＞より冬」などのクラシックの名曲をはじめ、「パプリカ」

「＜鬼滅の刃＞の紅蓮華」などの子どもたちの大好きな曲も演奏されま

した。久しぶりの「まほら」での生の音楽にふれるひととき、コロナ

禍の中でも子どもたちは素敵な時間を過ごすことができました。

　コロナ禍のため、各小学校で春に実施できなかった運動会。来賓の皆様や地域の皆様に参加していただく

ことはできませんでしたが、規模を縮小し、感染防止の対策を講じながら、スポーツフェスティバル等として

実施することができました。ご理解ご協力いただきました地域の皆様、保護者の皆様に深く感謝申し上げます。

コロナに負けず、がんばりました !!

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

三春小 10/28（スポーツフェスティバル 5・6年）

中妻小  10/25

岩江小  11/5

中郷小  10/24

御木沢小  10/24

沢石小  9/27

提供：日本フィルハーモニー交響楽団

○ 10月に、音楽鑑賞教室として、素敵なコンサートが開催されたのでご紹介いたします。

　どちらも会場は、三春町交流館「まほら」です。

岩江小学校　芸術鑑賞教室

「佐藤秀徳トリオSpecial 授業～夢をもとうよ！」　　10月28日

　国内外のコンサートや TV・ラジオ等で活躍中の音楽家による演奏と

デザイナーが特別に作成したステージバックの動画を併せて鑑賞でき

ました。美しく繊細かつ迫力がある演奏で、クラシックの名曲やオリ

ジナル曲、そしてなんと校歌ジャズバージョンも！子どもたちにとっ

て夢のような時間となりました。


